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男  28，451人（+23） 

平成14年9月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 
 

女  29，275人（-6） 
合計  57，726人（+17） 

世帯数  20，939世帯（+18） 

一般所得者 

住民税 
非課税世帯 

上位所得者 
（※2） 

35,400円 

72,300円 
（医療費が361,500円を超えた時
は、超えた分の1％を加えます） 

自己負担限度額 

139,800円 
（医療費が699,000円を超えた時
は、超えた分の1％を加えます） 

一般 

一定以上 
所得者 
（※1） 

8,000円 
住民税 
非課税 
世帯 

低所得者Ⅱ 

低所得者Ⅰ 

24,600円 
15,000円 

40,200円 

72,300円 
医療費が361,000
円を超えた時は、
超えた分の1％を
加えます 

自己負担限度額 
外来＋入院 
（世帯） 

外来 

（個人ごと） 

12,000円 40,200円 
一般 37,200円 

外来 入院 

老齢福祉
年金受給
者 

15,000円 

3,200円 
（大病院は
5,300円） 

住民税非
課税世帯
など 

低
所
得
者
 

24,600円 

一般 
63,600円 

（医療費が318,000円を
超えた時は、超えた分の 
1％を加えます） 

121,800円 
（医療費が609,000円を
超えた時は、超えた分の 
1％を加えます） 

上位所得者 
（※2） 

住民税非課
税世帯 

35,400円 

平成14年10月1日以降の自己負担限度額（月額） 
9月30日まで 10月1日から 

 
※２　上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額などが670万 
円を超える世帯の事です。 

※１　課税所得が124万円以上の老人医療受給者とその世帯に属する老人医療受給者 

低所得者Ⅱは、その属する世帯の世帯主および世帯員全体が住民税非課税の人 
低所得者Ⅰは、その属する世帯の世帯主および世帯員全体が住民税非課税であってその世帯の所得 
が一定水準以下の世帯に属する人 

７０
歳
以
上
 

７０
歳
未
満

歳
未
満
 

７０
歳
未
満
 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
 

 

老
人
保
健
加
入
者
 

老人保健 
国民健康保険 
老人保健 
国民健康保険 

10月1日から 10月1日から 

制度が変わります 制度が変わります 

で
に
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け

て
い
る
方
（
昭
和
７
年
９
月
３０

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
は
、

７５
歳
未
満
で
あ
っ
て
も
引
き
続

き
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
７
年
１０
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
は
、
７５
歳
に
な
る

ま
で
は
引
き
続
き
現
在
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
で
医
療
を
受

け
、
７５
歳
に
な
る
と
老
人
保
健

対
象
年
齢
が
７５
歳

以
上
に
引
き
上
げ

１０
月
１
日
か
ら
老
人
保
健
で

医
療
を
受
け
る
人
の
年
齢
が

「
７０
歳
以
上
か
ら
」
が
「
７５
歳

以
上
か
ら
」（
一
定
の
障
害
が

あ
る
人
は
今
ま
で
と
同
じ
６５
歳

以
上
）
に
変
わ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
平
成
１４
年
９
月
３０
日
ま
で

に
７０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
す

自
己
負
担
が
１
割
に

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
た

時
に
支
払
う
自
己
負
担
は
、
外

来
・
入
院
と
も
か
か
っ
た
費
用

の
１
割
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

課
税
所
得
が
１
２
４
万
円
以
上

の
老
人
医
療
受
給
者
と
そ
の
世

帯
に
属
す
る
老
人
医
療
受
給
者

は
２
割
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

外
来
の
月
額
上
限
制
お
よ
び
診

療
所
に
お
け
る
定
額
負
担
選
択

制
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

平
成
１４
年
１０
月
か
ら
老
人
保

健
制
度
と
国
民
健
康
保
険
制
度

が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
急
速
な
少
子
高
齢

化
や
低
迷
す
る
経
済
状
況
・
医

療
技
術
の
進
歩
・
国
民
意
識
の

変
化
な
ど
で
医
療
制
度
を
構
成

す
る
す
べ
て
の
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
大
き
な
転
換
が
必
要
に

な
っ
た
事
か
ら
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

医
療
保
険
を
将
来
に
わ
た
っ

て
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
、
患

者
や
保
険
料
・
税
金
を
負
担
す

る
国
民
・
医
師
な
ど
の
医
療
関

係
者
が
等
し
く
負
担
を
分
か
ち

合
っ
て
い
く
事
で
中
長
期
的
に

は
国
民
全
体
に
プ
ラ
ス
に
な
る

事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
る
保
険
料

負
担
の
分
か
ち
合
い
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
各
制
度
・
世
代
を
通
じ

た
給
付
と
負
担
の
見
直
し
や
高

齢
者
へ
の
施
策
の
重
点
化
・
急

速
に
増
大
す
る
老
人
医
療
費
の

抑
制
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
に
よ

り
、
医
療
費
と
将
来
の
国
民
負

担
増
の
圧
縮
を
目
指
す
も
の
で

す
。

医療機関に支払う自己負担額 
平成14年9月30日まで 

かかった費用の1割負担 
（１か月に3,200円。大病院では
5,300円まで負担） 
または定額制の診療所では、1日につ
き850円（1か月に4回まで） 

かかった費用の1割負担 
ただし、一定以上の所得者は2割負担 

平成14年10月1日から 

高
額
療
養
費
の
自
己

負
担
限
度
額
も
変
わ
る

同
じ
人
が
、
同
じ
月
に
、
同

じ
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
自
己

負
担
額
が
限
度
額
を
超
え
た
場

合
、
そ
の
超
え
た
分
が
高
額
療

養
費
と
し
て
償
還
さ
れ
ま
す
。

自
己
負
担
額
が

変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

が
医
療
機
関
で
受
診
し
た
時
に

払
う
一
部
負
担
額
の
割
合
が
３

歳
未
満
の
乳
幼
児
と
７０
歳
以
上

◎ 3歳未満の乳幼児 

◎ 70歳以上の人 

※1　一定以上所得者とは、現役世代の平均 
年収以上の所得がある人 

※　本市では小学校就学前までの乳幼児は、 
府制度と市独自の乳幼児医療制度により
1か月に1医療機関で自己負担額200円の
みで受診できます。（変更はありません） 

自己負担額　　　3割 
平成14年9月30日まで 

平成14年10月1日から 
自己負担額　　　2割 

老人保健制度該当者 
平成14年9月30日まで 

自己負担額　　　　　　　1割 

一定以上所得者（※1）　　2割 
老人保健に該当するまでの間 

平成14年10月1日から 

国民健康保険制度での前期高齢者
（昭和7年10月1日以降に生まれた人） 

の
一
部
の
方
で
変
わ
り
ま
す
。

老
人
保
健
の
対
象
年
齢
が
７５

歳
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
平
成
１４
年
１０
月
１

日
以
降
７０
歳
に
な
ら
れ
る
人
に

つ
い
て
は
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

る
月
に
「
高
齢
受
給
者
証
」
を

発
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
国
民

健
康
保
険
証
と
併
せ
て
医
療
機

関
の
窓
口
で
提
示
く
だ
さ
い
。

今
回
の
制
度
改
正
で
は
、
そ
の

限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。（
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
据
え
置

か
れ
ま
す
。）

老
人
保
健 問合

せ
先
＝
高
齢
福
祉
課 

�
６４
・
１
３
７
３ 

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険 

国
民
健
康
保
険 

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課 

�
６３
・
１
１
２
２

・
１
１
２
２ 

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課 

�
６３
・
１
１
２
２ 

老
人
保
健

老
人
保
健 

老
人
保
健 問合

せ
先
＝
高
齢
福
祉
課

問
合
せ
先
＝
高
齢
福
祉
課 

�
６４
・
１
３
７
３

・
１
３
７
３ 

問
合
せ
先
＝
高
齢
福
祉
課 

�
６４
・
１
３
７
３ 

国
民
健
康
保
険 

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課 

�
６３
・
１
１
２
２ 

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

安
定
し
た
制
度
に
向
け

将
来
に
わ
た
っ
て揺
る
ぎ
な
い
も
の
に

10月20日オープン中部住民
センター

「
せ
せ
ら
ぎ

せ
せ
ら
ぎ
」 

愛称は 「
せ
せ
ら
ぎ
」

愛称は 

市
が
、
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
緑
泉
園
の
南
側
に
建

設
し
て
い
た
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
１０
月

２０
日
�
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
い
た
愛

称
は
、『
せ
せ
ら
ぎ
』
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

応
募
の
あ
っ
た
愛
称
か
ら
、
市
が
同
セ
ン
タ
ー
開
設

準
備
委
員
会
委
員
と
協
議
し
決
定
。「
木
津
川
の
清
ら

か
な
流
れ
と
そ
の
ほ
と
り
に
あ
る
同
セ
ン
タ
ー
に
せ

せ
ら
ぎ
の
よ
う
に
集
い
、
交
流
の
拠
点
と
し
て
活
用

し
て
ほ
し
い
」
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建

て
。
落
ち
着
い
た
傾
斜
の
あ
る
屋
根
や
、
建
物
の
周

り
に
は
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
け
る
回
廊
が
あ
り
ま

す
。
１
階
に
は
軽
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
や
音
楽
ル
ー
ム
・
図
書
室
・
和
室
な
ど
、
２

階
に
は
研
修
室
や
調
理
室
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
一
般
の
利
用
申
し
込
み
の
受
け
付

け
は
１１
月
１
日
�
か
ら
始
め
ま
す
。
ま
た
、
１０
月
２２

日
�
か
ら
同
月
末
ま
で
は
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
準
備
室
（
社
会

教
育
課
内
、
�
６４
・
１
３
９
３
）

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

新しい本の紹介 新しい本の紹介 

瀋
陽
の
日
本
総
領
事
館
で
の

亡
命
者
連
行
事
件
や
長
年
に
わ

た
る
公
費
の
横
領
・
着
服
な
ど

外
務
省
の
官
僚
や
組
織
が
か
ら

む
不
正
事
件
や
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
が
こ

こ
一
年
半
ほ
ど
の

短
期
間
に
明
る
み

に
出
て
き
ま
し
た
。

産
経
新
聞
社
の

記
者
で
も
あ
る
作

者
は
、
長
期
の
特

派
員
体
験
を
も
と

に
、
不
正
の
温
床

の
構
造
を
時
系
列

の
軸
を
前
進
、
後

退
し
な
が
ら
立
体
的
に
解
き
明

か
し
、「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

か
」
に
つ
い
て
ま
で
、
論
及
さ

れ
て
い
ま
す
。

中央図書館＝�65・2500

「
亡
国
の
日
本
大
使
館
」

古
森
義
久
著
／
小
学
館

墨
麗
会
の
作
品
展

中
央
公
民
館
は
、
同
公
民
館

サ
ー
ク
ル
墨
麗
会
（
書
道
）
の

作
品
展
を
開
き
ま
す
。

開
催
日
＝
１０
月
６
日
�
〜
８

日
�時

間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
５

時
。
た
だ
し
、
８
日
�
は
午
後

３
時
ま
で
。

く
わ
し
く
は
、
中
央
公
民
館

（
�
６２
・
２
５
５
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

環
境
問
題
部
会

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
か

が
や
き
は
、
環
境
問
題
部
会
を

開
き
ま
す
。

日
時
＝
１０
月
１９
日
�
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

場
所
＝
き
っ
づ
光
科
学
館

ふ
ぉ
と
ん
（
木
津
町
）
・
岩
船

寺
（
加
茂
町
）
・
浄
瑠
璃
寺

（
同
）
の
見
学

開催日＝10月14日（体育の日）と20日�
場所＝田辺公園テニスコート
参加資格＝市内に在住・通勤する高校生以
上の人でテニス協会に登録している人。ただ
し、申し込み時に同協会へ新規登録できます。
内容＝男子・女子・混合ダブルス戦
登録人数＝1チーム8人以内
参加費＝1チーム12000円と同協会への新規
登録料（個人…600円・団体…500円）
しめきり＝9月28日�
くわしくは、社会体育協会（田辺中央体育
館内、�62・1501）へお問い合わせください。

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
田
辺
中
央
体
育

館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

日
時
＝
９
月
２８
日
�
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館
と

田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場

内
容
＝
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な

ど
。
晴
れ
の
日
は
、
田
辺
公
園

多
目
的
運
動
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
や
ペ
タ
ン
ク
な
ど
も

で
き
ま
す
。

参
加
料
＝
小
学
生
以
上
の
人

は
１
人
１
０
０
円
（
当
日
、
会

場
で
徴
収
し
ま
す
）

必
ず
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参

10月22日�に中央図書館中部分室が中部住民センター
内に開室されることから、次の移動図書館の駐車場所
は廃止となります。 
廃止駐車場�東地区   （10月09日で廃止） 

�草内地区（10月18日で廃止） 

巡回日 

10月の移動図書館『かんなび号』巡回表 
曜日 地区名 

草 内  

新興戸 

興 戸  
水 取  

普賢寺 

多々羅 
天 王  
高 船  

打 田  
松 井  

健康村 

東 
出垣内 
宮ノ口 
江 津  
山 本  
高 木  

南山東 

飯 岡  

巡回時間 
3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50
3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50
3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
2：40～3：10

3：30～4：00

4：10～5：00

2：20～2：50
3：00～3：30
3：40～4：10
4：20～4：50
3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50

駐車場所 
草内小学校北隣 
新興戸田中建設北50m
興戸公民館西200m
水取コミュニティセンター横 
普賢寺公民館前 
多々羅公民館西側空地 
天王バス停前 
高船農産加工センター前 
打田構造改善センター前 
松井児童公園北東50m

サンロイヤルアカデミア 
三山木小学校北側空地 
白山神社横 
江津公民館前 
山本出荷場精米所前 
高木公民館前 
南山児童公園 
飯岡バス停前 

火

曜

日

 

水

曜

日

 

木

曜

日

 

お

知

ら

せ

 

薪水取公園前 

1 
18� 

8 
22

9 
23 

(東を除く)

2 
16

3 
17

10 
24

社
会
体
育
協
会
と
教
育
委
員

会
は
、
市
民
総
体
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
１０
月
２０
日
�
午
前
９

時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
中
学
生
以
上

の
人内

容
＝
混
合
ダ
ブ
ル
ス
戦

（
Ａ
・
Ｂ
級
）

参
加
費
＝
１
組
１
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体
育

館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
社
会
体
育

協
会
へ
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
持

参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
１０
月
４
日
�
午

後
５
時

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体

育
協
会
（
〒
６
１
０
・
０
３
３

１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
１９
、
田

辺
中
央
体
育
館
内
、
�
６２
・
１

５
０
１
、
�
６２
・
１
５
３
４
）

テニス団体戦 テニス団体戦 

 

省エネについて確かめてみませんか 

すぐにでもできる省エネルギー行動がこんなにあります。 
あなたはどれだけやっていますか。 

省エネルギー度をチェック 省エネルギー度をチェック 省エネルギー度をチェック 省エネルギー度をチェック 
聞いて

 

聞いて
 

シリーズ 

2

13.冷蔵庫の庫内は整頓し、物を詰め込みすぎないように注意している。 
12.掃除機の集塵フィルタ－の取り替え時期に注意し、風量が低下しないようにしている。 

15.冷蔵庫に物を入れるとき、熱いものは冷まし、湿ったものはラップに包むようにしている。 
16.テレビをつけたまま、他の用事をしないようにしている。 

14.冷蔵庫の扉の開け閉めを少なくし、開けている時間を短くするよう気をつけている。 

11.掃除機をかける前に部屋を片づけて、掃除機を使う時間を短くするようにしている。 

  7.お風呂は、家族で間隔をあけず入るようにしている。 

17.テレビの主電源を切る、ステレオやパソコンはコンセントからプラグをこまめに抜くなど、待機時
　 消費電力の無駄な消費をしないように気をつけている。 

  6.シャワ－は、お湯を流したままにしないように気をつけている。 
  5.こたつは、敷布団と上掛けを使用し、暖気の保温に気をつけている。 

  9.洗濯物は、まとめて洗濯している。 
10.洗濯は、風呂の残り湯を使用している。 

  8.食器洗いのお湯の温度は、できるだけ低くするよう気をつけている。 

  4.エアコンのフィルタ－は、2週間に1度掃除し、風量が低下しないように気をつけている。 

20.アイドリングはできる限りしないように気をつけている。 
19.人のいない部屋で電灯がついていることがないよう、こまめに消灯を心がけている。 

21.ムダな荷物を積んだままにしないように気をつけている。 
22.経済速度を心がけ、急発進・急加速をしないように気をつけている。 
23.タイヤの空気圧を適正に保つよう心がけている。 
24.通勤時などできるだけ車に乗らず、電車・バスなど公共交通機関を利用するようにしている。 

18.蛍光灯は消費電力が小さいので、白熱電球を電球型蛍光ランプに替えている。 

  3.冷房・暖房の機器を不必要につけたままにしないように気をつけている。 
  2.暖房時は、室温が20℃を超えないように気をつけている。 
  1.エアコン（冷房時）の温度設定は28℃を目安としている。 

一
般 

自
家
用
車 

照
明 

給
湯
機
器 

冷
暖
房
機
器 

チェック項目 

調
理
機
器 

衛
生
機
器 

A
V
機
器 

２ 
２ 

２ 
２ 

4

4
4 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
２ 

２ 
２ 

２ 

２ 

２ 

4

２ 

２ 

4

4 ２ 
4

4
4
4

4
4
4
4

4

4

4

4

4

4
4

4

4

4

4

２ 

０ 
０ 
０ 
０ 

０ 
０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 
０ 

いいえ 

０ 

０ 

０ 
０ 

０ 

０ 

０ 

２ 

はい ときどき 

２ 
２ 

０ 

２ 
２ 

０ 
０ 

０ 

２ 

25.エアコン・冷蔵庫・洗濯機・照明器具などのエネルギ－消費機器を買うときは、省エネ設計のもの
　 を選んでいる。 

あなたの省エネ総得点 

点 
78～50点 100～80点 48～20点 

ズバリ省エネ派 

18～0点 
もっと省エネの心がけを!まあまあ省エネ派 まだまだ省エネ派 

�省エネルギ－センタ－から 

府
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
、
悪
質
商
法
な
ど
に
よ

る
消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
啓
発
や
情
報
提
供

な
ど
、
消
費
者
と
行
政
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
大
量
消
費
・
廃
棄

の
消
費
生
活
を
見
直
し
、
一
人

ひ
と
り
の
消
費
者
が
環
境
に
配

慮
し
た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
創
造
し
て
い
く
よ
う
に
、

省
エ
ネ
行
動
な
ど
も
提
案
し
て

い
ま
す
。

【
消
費
生
活
相
談
】

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
階
３
０

６
会
議
室

問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
０
）

定
員
＝
３０
人

参
加
費
＝
２
０
０
０
円
（
昼

食
・
入
場
料
）

し
め
き
り
＝
１０
月
３
日
�

集
合
場
所
・
時
間
は
参
加
申

込
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
田
辺

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
か
が

や
き
▼
石
橋
（
�
、
�
６２
・
２

２
０
１
）

市
民
総
体

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 2 ＞

なやみごと（人権・行政）相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室または 
　　　　　　　　  中央公民館会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター） 

いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 
？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

平
成
１４
年
８
月
５
日
か
ら
、

全
国
一
斉
に
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
住

基
ネ
ッ
ト
）
が
稼
働
し
ま
し
た
。

市
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
の
適
切

な
運
用
管
理
に
努
め
る
た
め

「
京
田
辺
市
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
運
用

管
理
規
程
」
と
「
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

法
施
行
一
次
稼
働
に
伴
う
不
正

行
為
等
に
対
す
る
緊
急
時
対
応

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

住
基
ネ
ッ
ト
の
操
作
は
、
不

◎
関
西
茶
品
評
会
玉
露
の
部

▼
１
等
１
位
（
農
林
水
産
大
臣

賞
）
＝
京
田
辺
玉
露
生
産
組
合

大
辻
伊
和
夫
（
飯
岡
）
▼
１
等

２
位
（
農
林
水
産
省
生
産
局
長

賞
）
＝
京
田
辺
玉
露
生
産
組
合

◎
京
田
辺
市
教
育
委
員
会

（
９
月
１
日
付
け
）

【
課
長
級
】
社
会
教
育
課
指

導
主
幹
・
市
立
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
所
長
事
務
取
扱
兼
務
・
市

立
中
央
図
書
館
統
括
主
幹
《
中

部
分
室
担
当
》
事
務
取
扱
兼
務

（
同
課
指
導
主
幹
・
同
セ
ン

タ
ー
所
長
事
務
取
扱
兼
務
）
西

村
初
江

【
所
長
級
】
市
立
北
部
住
民

セ
ン
タ
ー
所
長
・
市
立
中
央
図

書
館
統
括
主
幹
《
北
部
分
室
担

当
》
兼
務
（
同
セ
ン
タ
ー
所

長
・
同
館
統
括
主
幹
兼
務
）
村

田
和
久

◎
藤
本
春
子
さ
ん
（
河
原
）

が
社
会
福
祉
の
た
め
に
１０
万
円

寄

付

寄

付

 

寄

付

人

事

 

表

彰

 

自
治
功
労
者
に

寄

付

 

人

事

人

事

 

表

彰

 

人

事

寄

付
 

人

事

 

表

彰

表

彰

 

表

彰

正
操
作
を
防
止
す
る
た
め
、
操

作
人
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
パ
ス

ワ
ー
ド
で
管
理
す
る
ほ
か
、
操

作
の
履
歴
を
記
録
し
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
へ
の
不
正
ア
ク

セ
ス
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
時

は
、
市
は
関
係
機
関
と
協
議
し
、

住
基
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
を
一
時

中
断
す
る
事
な
ど
で
、
個
人
情

報
を
守
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
財
政
課
（
�

６４
・
１
３
１
２
）

社 
協 

よ 
り 

だ 

吉
川
直
治
（
同
）
▼
１
等
３
位

（
�

日
本
茶
業
中
央
会
長

賞
）
＝
大
辻
よ
し
子
（
同
）
▼

１
等
４
位
＝
京
田
辺
玉
露
生
産

組
合
　
出
島
藤
司
（
同
）

◎
関
西
茶
品
評
会
産
地
賞
玉

露
の
部
▼
１
等
１
位
＝
京
田
辺

市
◎
全
国
茶
品
評
会
玉
露
の
部

▼
１
等
２
位
（
農
林
水
産
省
生

産
局
長
賞
）
＝
吉
川
直
治
（
飯

岡
）
▼
１
等
４
位
（
全
国
茶
生

産
団
体
連
合
会
理
事
長
賞
）
＝

大
辻
伊
和
夫
（
同
）

◎
全
国
茶
品
評
会
産
地
賞
玉

露
の
部
▼
１
等
２
位
＝
京
田
辺

市

（
敬
称
略
）

９
月
６
日
の
市
議
会
定
例
会

で
、
小
山
嘉
昭
さ
ん
（
６５
）
＝

大
住
岡
村
・
古
川
由
和
さ
ん

（
７２
）
＝
東
古
森
・
林
善
嗣
さ

ん
（
５７
）
＝
三
山
木
八
反
坪
・

永
江
幸
司
さ
ん
（
７５
）
＝
大
住

岡
村
の
四
氏
が
自
治
功
労
者
に

決
ま
り
ま
し
た
。

四
氏
は
、
農
業
委
員
会
委
員

や
町
政
協
力
員
・
農
政
協
力

員
・
農
業
共
済
事
業
損
害
評
価

出
張
ひ
だ
ま
り
の
会

日
時
＝
９
月
２４
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
の
高
齢
者

内
容
＝
ゲ
ー
ム
や
季
節
の
歌

を
楽
し
み
ま
す
。

参
加
費
＝
無
料

申
込
･
問
合
せ
先
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）

食
事
の
介
護
講
座

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
食
事

の
介
護
講
座
〜
お
い
し
く
、
食

べ
や
す
く
〜
を
３
回
シ
リ
ー
ズ

で
開
き
ま
す
。

痴
呆
性
老
人
介
護
者

交
流
会
を
開
き
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
痴
呆

性
老
人
介
護
者
交
流
会
を
開
き

ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
失
禁

の
対
応
に
つ
い
て
」
で
す
。
介

護
者
の
た
め
の
健
康
相
談
も
行

い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
３０
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
＝
無
料

介
護
で
参
加
が
困
難
な
人

は
、
一
度
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２
２

２
）
▼
健
康
推
進
課
（
�
６４
・

１
３
３
５
）
▼
田
辺
保
健
所

（
�
６３
・
５
７
４
５
）

府
視
覚
障
害
者
協
会
京
田
辺
支
部
は
、

健
常
者
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
鈴
の
入
っ
た
ピ
ン
球
を
打
ち

合
う
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
で
す
。

は
じ
め
て
の
方
も
ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
９
月
１９
日
�
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る
人

参
加
費
＝
２
０
０
円
（
保
険
料
を
含
み

ま
す
）

問
合
せ
先
＝
府
視
覚
障
害
者
協
会
京
田

辺
支
部
　
岡
井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）

実
習
を
中
心
に
高
齢
者
の
栄

養
バ
ラ
ン
ス
か
ら
介
護
食
の
工

夫
ま
で
を
学
び
ま
す
。

開
始
日
・
内
容
＝
▼
１０
月
８

日
�
・
実
習
「
見
直
そ
う
、
食

生
活
〜
高
齢
者
が
一
日
に
取
り

た
い
栄
養
素
〜
」
▼
１１
月
１２
日

�
・
実
習
「
高
齢
者
の
食
事
〜

少
し
の
工
夫
で
お
い
し
く
、
食

べ
や
す
く
〜
」
▼
１２
月
１０
日

�
・
実
習
「
毎
日
の
食
事
の
た

め
に
〜
豊
富
な
介
護
食
メ

ニ
ュ
ー
で
、
家
族
一
緒
に
〜
」

時
間
＝
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
人

講
師
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
セ
ピ
ア
の
園
の
栄
養
士

定
員
＝
２０
人

参
加
費
＝
無
料

持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
し
め
き
り
＝
１０
月
３
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
福

第
二
京
阪
道
路
の

環
境
対
策
説
明
会

国
土
交
通
省
と
日
本
道
路
公

団
は
、
本
市
北
部
地
域
で
来
年

春
の
開
通
に
向
け
建
設
工
事
が

進
む
、
第
二
京
阪
道
路
の
環
境

対
策
に
関
す
る
説
明
会
を
開
き

ま
す
。

日
時
＝
１０
月
６
日
�
午
後
２

時
〜
４
時

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先
＝
都
市
計
画
課

（
�
６４
・
１
３
４
８
）

10月1日から12月31日まで、全国一斉に
「赤い羽根共同募金運動」が始まります。今
年の標語は「ひとりじゃないみんな一緒に生
きていく」です。
みなさんからの募金は、独り暮らしの高齢

者への給食や福祉協力校・各種福祉団体への
助成金などのほ
か、市内のさまざ
まな福祉事業に活
用させていただき
ます。
みなさんの温か

い善意のご協力を
よろしくお願いし
ます。
問合せ先＝社会

福祉協議会（�
62・2222）

高
齢
者
を
学
ぶ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
を
３
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
き
ま
す
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
安
井
潔
さ
ん

を
お
招
き
し
、
高
齢
者
心
理
や

高
齢
者
の
話
を
聴
く
大
切
さ
や

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
９
月
６
日
に
開
か

れ
た
市
議
会
定
例
会
で
、
議
会

は
山
田
八
洲
子
氏
（
５９
）
＝
興

行
政
功
労
者
に
稲
川
氏

９
月
６
日
に
開
か
れ
た
市
議

会
定
例
会
で
、
現
収
入
役
の
稲

川
俊
明
さ
ん
（
５５
）
＝
普
賢
寺

下
大
門
が
行
政
功
労
者
に
決
ま

り
ま
し
た
。

同
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
京

田
辺
市
職
員
と
し
て
職
務
に
精

励
し
、
地
方
行
政
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

き
ゅ
う
研
究
会
の
講
座

ナ
チ
ュ
ラ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

き
ゅ
う
研
究
会
（
共
催
＝
同

志
社
生
協
）
は
、“
学
び
と
成

長
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
リ

レ
ー
形
式
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
プ
チ
講
座
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
プ

戸
南
鉾
立
の
再
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

任
期
は
、
平
成
１４
年
１０
月
１

日
か
ら
４
年
で
す
。

会
委
員
な
ど
と
し
て
長
年
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
き
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、『
京
田
辺
市

と
関
わ
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
し
“
学
生
と
市

民
”
の
交
流
を
よ
り
深
め
て
い

こ
う
』
と
い
う
の
が
主
な
狙
い
。

９
月
は
地
域
通
貨
「
き
ゅ
う
」

の
第
二
次
試
験
導
入
終
了
の
た

め
参
加
料
の
「
き
ゅ
う
」
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
９
月
１８
日
�
】

時
間
＝
午
後
７
時
か
ら

場
所
＝
同
志
社
生
協
の
コ
ー

プ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

文化協会は、
観月の夕べを開
きます。
日時＝9月21日

�午後7時～8時
30分（雨天中止）
場所＝田辺中央体

育館玄関前広場
内容＝観月・箏曲演奏・コーラス・冠句会
冠句会＝冠題は当日に発表します
冠句は当日会場でのみ受け付けします。
問合せ先＝文化協会事務局（社会教育課内、�

64・1393）

聴
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
楽

し
く
学
び
ま
す
。

開
催
日
＝
１０
月
７
日
・
２１

日
・
２８
日
の
い
ず
れ
も
月
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
〜
正

午
場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
京
都
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

リ
ス
ニ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
会
長

で
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
安
井

潔
さ
ん

テ
ー
マ
＝
「
高
齢
者
の
話
を

聴
く
」

参
加
費
＝
無
料

定
員
＝
３０
人

し
め
き
り
＝
１０
月
２
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）

共同募金はじまる 共同募金はじまる 共同募金はじまる 

温かい善意のご協力を
10月1日から

教
育
委
員
会
委
員
に

山
田
氏
を
再
任

緊
急
時
対
応
計
画
を
策
定

住基ネット

観月の夕べ 観月の夕べ 観月の夕べ 
21日

小
山
・
古
川
・
林
・
永
江
氏

（
Ｊ
Ｒ
同
志
社
前
駅
前
）

テ
ー
マ
＝
「
サ
プ
リ
メ
ン
ト

に
つ
い
て
考
え
る
」

講
師
＝
大
学
生
協
京
都
事
業

連
合
管
理
栄
養
士
の
飯
田
朋
子

さ
ん【

９
月
２５
日
�
】

時
間
＝
午
後
５
時
３０
分
か
ら

場
所
＝
同
志
社
大
学
紫
苑
館

食
堂テ

ー
マ
＝
交
流
会

問
合
せ
先
＝
き
ゅ
う
研
究
会

（
�
０
９
０
・
６
７
５
８
・
５

２
１
２
）

スポーツ交流会 スポーツ交流会 
みんなでサウンドテーブルテニス

222222222222222222222
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

22222222222222222222

中央体育館

月を観ながら箏曲を聴
きませんか

個
人
情
報
を
守
る

祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）

お申し込み先 京田辺市内に本・支店を 
 有する金融機関（郵便局含む） 

必要なもの 預金通帳・お届けの印鑑・領収書 
 または使用水量のお知らせ 

10月14・20日に田辺公園で

´ ⁄ fl
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と
も
に
輝

と
も
に
輝
い
て
い
て 

と
も
に
輝
い
て 

男
女
共
同
参
画
計
画
か
ら

男
女
共
同
参
画
計
画
か
ら 

男
女
共
同
参
画
計
画
か
ら 

シ
リ
ー
ズ
③ 

市
は
、「
京
田
辺
市
男
女
共

同
参
画
計
画
―
新
か
が
や
き
プ

ラ
ン
―
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
で
は
、
そ

の
内
容
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
は
、
基
本
目
標
１

「
築
こ
う
、
男
女
平
等
と
男
女

共
同
参
画
を
め
ざ
し
た
社
会

を
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。こ

の
基
本
目
標
の
中
に
は
さ

ら
に
４
つ
の
重
点
課
題
が
あ
り

ま
す
。

①
性
別
意
識
の
変
革

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
男

女
が
共
に
参
画
し
、
お
互
い
の

能
力
を
十
分
発
揮
し
て
い
く
た

め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

意
識
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
根
強
く
残
っ
て
い
る
性

別
役
割
分
担
意
識
を
は
じ
め

ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
変
革
と
男

女
平
等
意
識
の
定
着
に
向
け

た
、
広
報
・
啓
発
活
動
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
市
民
と
一
体

大
住
郷
土
民
俗
室
が
、
９
月

５
日
に
大
住
小
学
校
の
余
裕
教

室
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同

室
の
展
示
す
る
物
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
民

俗
資
料
な
ど
約
５０
点
で
す
。

同
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

学
習
に
役
立
て
よ
う
と
「
米
づ

く
り
の
一
年
」
を
テ
ー
マ
に
、

か
つ
て
の
市
内
で
使
わ
れ
て
い

た
農
具
を
季
節
に
沿
っ
て
展
示

し
て
い
ま
す
。

資
料
は
、
自
由
に
触
る
こ
と

が
で
き
る
オ
ー
プ
ン
展
示
で

す
。見

学
に
は
大
住
地
域
の
方
々

の
ご
協
力
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
説
明
員
が
同
行
し
、
農
具
の

使
い
方
や
質
問
に
も
お
答
え
し

ま
す
。

場
所
＝
大
住
小
学
校
内

開
室
日
＝
大
住
小
学
校
の
学

校
行
事
が
あ
る
日
と
冬
休
み
期

間
を
除
く
、
毎
日

大
住
小
学
校
の
学
校
行
事
な

ど
に
よ
る
同
室
の
休
室
日
に
つ

い
て
は
、
社
会
教
育
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
室
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

入
室
料
＝
無
料

展
示
テ
ー
マ
・
季
節
ご
と
の

主
な
展
示
品
＝
「
米
づ
く
り
の

一
年
」
・
▼
春
…
ス
キ
、
ク
ワ
、

田
植
え
縄
、
水
車
、
苗
代
な
ら

し
、
牛
の
く
ら
、
馬
グ
ワ
、
か

ご
と
天
秤
棒
な
ど
▼
夏
…
か
じ

た
ク
ワ
、
誘
蛾
灯
、
除
草
機
な

ど
▼
秋
…
カ
マ
、
田
舟
、
千
歯

こ
き
、
足
踏
み
脱
穀
機
、
籾
さ

ら
い
、
俵
締
め
機
、
米
俵
、
一

斗
枡
と
枡
か
き
棒
な
ど
▼
冬
…

ツ
チ
、
縄
な
い
機
、
俵
編
み
機

な
ど

申
込
方
法
＝
社
会
教
育
課
・

中
央
公
民
館
・
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー
・
中
央
図
書
館
（
５
人
以

上
の
団
体
専
用
の
申
込
用
紙

は
、
同
課
の
み
）
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
同
室
を
利
用
し
よ
う
と

す
る
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
同

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
日
時
＝
土
・
日
曜
日
と

祝
日
を
除
く
毎
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
５

時
申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
教

育
課
（
�
６４
・
１
３
９
３
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
員
や
大

住
小
学
校
の
都
合
に
よ
り
、
見

学
日
を
変
更
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

見
学
さ
れ
る
時
は
、
必
ず
上

履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

10月の全国大会に向け 10月の全国大会に向け 10月の全国大会に向け 

②
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ

の
女
性
の
参
画
拡
大

女
性
人
材
の
発
掘
・
育
成
や

登
用
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
に

努
め
、
審
議
会
な
ど
へ
の
女
性

委
員
の
登
用
率
を
高
め
る
な

ど
、
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ

の
女
性
の
参
画
を
拡
大
し
ま

す
。
ま
た
、
行
政
職
員
の
役
職

へ
の
登
用
を
進
め
る
と
と
も

に
、
企
業
や
地
域
団
体
な
ど
民

間
に
お
け
る
経
営
・
方
針
決
定

へ
の
女
性
の
参
画
の
啓
発
・
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
保
育
・
教
育
の
充
実

男
女
平
等
を
基
本
と
す
る
保

育
・
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
性
別
に
と

ら
わ
れ
ず
に
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ

個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
、
多
様

な
進
路
選
択
が
で
き
る
よ
う
な

保
育
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
が
男
女
平
等

意
識
や
個
性
を
尊
重
し
合
い
、

多
様
性
を
認
め
合
う
意
識
を
も

て
る
よ
う
、
男
女
共
同
参
画
の

視
点
に
立
っ
た
学
校
運
営
を
推

進
し
ま
す
。

④
多
様
な
選
択
を
可
能
に
す

る
生
涯
学
習
の
充
実

性
別
役
割
分
担
意
識
を
解
消

し
、
男
女
が
と
も
に
家
事
や
子

育
て
・
介
護
を
協
力
し
て
担
っ

て
い
く
よ
う
、
啓
発
活
動
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
性
別
に
と
ら
わ
れ

な
い
視
点
を
取
り
入
れ
、
学
習

機
会
の
提
供
に
努
め
る
な
ど
、

学
校
で
の
教
育
と
並
ん
で
家
庭

や
生
涯
学
習
に
お
け
る
意
識
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

次
月
号
は
、
基
本
目
標
２

「
築
こ
う
、
女
性
が
安
心
し
て

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

と
な
っ
て
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い

て
意
識
変
革
を
進
め
る
た
め
、

指
導
者
の
養
成
に
つ
と
め
ま

す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
の

視
点
に
立
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

慣
習
や
慣
行
の
見
直
し
に
向
け

た
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
意
識
づ
く
り

小
型
ポ
ン
プ
操
法
と
は
？

小
型
ポ
ン
プ
や
機
材
な
ど
を

所
定
の
位
置
に
置
き
、
５
人
１

組
で
ポ
ン
プ
か
ら
６３
	
先
に
あ

る
標
的
に
向
け
ホ
ー
ス
３
本
を

つ
な
ぎ
放
水
。
消
火
作
業
に
あ

た
る
ま
で
の
時
間
や
機
材
の
確

実
な
操
作
・
操
法
員
の
士
気
や

規
律
な
ど
を
競
う
。

消
防
活
動
を
迅
速
か
つ
的
確

に
行
い
、
さ
ら
に
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
、
国
の
基
準
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

消
防
団 入賞を目指し猛練習

郷
土
民
俗
室
オ
ー
プ
ン

大 住 小
余裕教室

「
米
づ
く
り
の
一
年
」を
テ
ー
マ
に
農
具
展
示

雑草の刈り取りやごみ拾い
市民一斉清掃  市民一斉清掃  市民一斉清掃  

子どもたちと一緒に公園の草刈りをする市民一斉清掃参
加者のみなさん（山手南地区）

市民のみなさんに環境美化への意識を高めていただ
き、住みやすいまちづくりを進めようと、市と区・自
治会は9月1日に「市民一斉清掃」を行いました。
今回の一斉清掃に参加したのは、14の区・自治会で

約3800人。道路や公園に散乱するごみや空きかんを回
収したり、公園の雑草を刈り取るなど、クリーン作戦
を展開。回収されたごみや雑草の量は、約15㌧でした。
環境美化は私たち自身の課題であり、市民一人ひと

りの問題として取り組んでいきたいものです。

８
月
４
日
に
丹
波
自
然
運
動

公
園
で
開
か
れ
た
「
府
消
防
操

法
大
会
」
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
で
、
見
事
２８
年
ぶ
り
２
度

目
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
市
消

防
団
。
京
都
府
代
表
と
し
て
１０

月
２４
日
�
に
横
浜
市
で
開
か
れ

る
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
優
勝
の
喜
び
も
つ
か

の
間
、
選
手
た
ち
は
全
国
大
会

の
入
賞
に
向
け
、
取
り
扱
い
技

術
の
向
上
な
ど
、
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

府
大
会
で
優

勝
し
、
全
国
大

会
に
出
場
す
る

選
手
は
、
第
１

分
団
の
中
か
ら

選
抜
さ
れ
た
１０

人
で
す
。

練
習
は
、
１
週
間
に
３
回
の

ペ
ー
ス
で
午
後
８
時
か
ら
約
２

時
間
、
椿
本
チ
エ
イ
ン
京
田
辺

工
場
の
駐
車
場
を
借
り
て
行
っ

て
い
ま
す
。

全
国
大

会
は
府
大
会

と
違
い
、
実

際
に
水
を
出

す
実
践
的
な

も
の
。
選
手

の
み
な
さ
ん

は
、
い
つ
も

と
違
う
操
法

に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
全

国
大
会
で
の

入
賞
を
目
指

し
て
練
習
に

打
ち
込
ん
で

い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
員
か
ら
説
明
を
聞
く
見
学
者
（
大
住
郷
土
民
俗
室
）

今年の京たなべ男女共同参画週間中に開かれた「ＤＶ
について」の研修を受けるみなさん（中央公民館）

仮
設
の
防
火
水
槽
へ
吸
管
を
入
れ
る
選
手

勢
い
よ

く
水
が

出
る
筒
先

を
持
ち
な
が
ら

一
番
員
㊧
に
号
令
を

か
け
る
指
揮
者


